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3 
必ず事前に床面の強度を確認し、しっかりとした水平な床に設置してください。

重要 

■置床の場合 

洗濯機を設置する床は、床下が直接コンクリート
スラブに密着しているか確認してください。 
ユニットフロアなど、床下に空間がある場合は、
設置する部分をコンクリートによって補強してくだ
さい。 

直接コンクリートで補強するのが困難な場合、左図
のように根太5～6本+コンパネ2重張で補強してく
ださい。 
この時、本体の脚真下に根太がくるようにしてください。 

※補強しても、木造住宅の2階以上には設置しない
でください。 

※いずれの床の場合も、水準器で水平を
ご確認ください。 

マンションなどの置床の場合、機器を設置する床下
を、根太受け金具（フリースタンパー）９本で補強し
ます。金具の取り付け位置は、概ね下図を参考にして
ください。 

洗濯機 

≒300 ≒300 

フローリング 

パーティクルボード 

根太受け金具 
（スタンパー） 

コンクリートスラブ 

根太 大引 

コンパネ2重 

壁面 

≒3　00 ≒300 
≒300 

≒300 

■床下のコンクリート補強 

■木造床下を補強する場合 

（設置床面の確認／床の補強） 

全自動洗濯乾燥機
Washer-dryer

※いずれの床の場合も、水準器で水平をご確認ください。 
※本体の下をカーペットなどでふさがないでください。 
※本体の周りに糸くずやホコリなどが蓄積しないようにしてください。 


	WT1-03-180709

